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ご卒業おめでとうございます。

ふる里を愛し、人に感謝し、夢を育てる人になってください。

十四名のみなさんの活躍を楽しみにしています。　　　　校 長　土 佐 敏 彰

上勝中学校

　ご卒業おめでとうございます。みなさんのご卒業を心からお祝い申しあげ

ます。

　夢は望めば必ず叶います。自分の力を信じ、自らが進みたいと望む道を歩

み続けてください。
校 長　大久保康昭

上勝小学校

　ご卒園おめでとうございます。

　いつも明るく元気いっぱいのみなさん。小学校でも、夢や目標に向かって

いろんなことに挑戦、努力してくださいね。
園 長　大久保康昭

上勝幼稚園

 

約
十
億
円
の
繰
越
事
業
を

 

活
か
す

　

二
十
一
年
度
国
の
補
正
予
算
・

緑
の
分
権
改
革
等
、
繰
り
越
し
総

額
約
十
億
円
を
起
爆
財
に
！

　

世
界
同
時
経
済
不
況
を
受
け
て
、

日
本
の
雇
用
を
守
り
経
済
成
長
を

維
持
す
る
た
め
、
二
十
〜
二
十
一

年
度
の
国
の
景
気
雇
用
対
策
、
そ

の
補
正
予
算
を
活
用
し
て
、
本
町

の
持
続
可
能
な
地
域
社
会
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
昨
年
度
の
予

算
は
三
十
七
億
五
千
万
円
と
な
り
、

約
十
億
円
の
繰
越
事
業
と
な
り
ま

し
た
。

 

補
正
予
算
の
主
な
使
い
道

　

国
の
補
正
予
算
等
の
主
な
使
途

は
、
携
帯
電
話
等
エ
リ
ア
整
備
、

町
道
の
舗
装
・
橋
梁
補
修
や
改
良

工
事
、
林
道
新
設
・
舗
装
、
本
庁

支
所
庁
舎
・
傍
示
定
住
セ
ン
タ

ー
・
旭
集
落
セ
ン
タ
ー
・
山
の
楽

校
な
ど
の
補
修
工
事
、
中
学
校
体

育
館
耐
震
改
修
工
事
、
小
中
学

校
・
診
療
所
の
太
陽
光
発
電
施
設

新
設
工
事
、
集
落
再
生
ソ
フ
ト
事

業
等
で
こ
れ
ら
の
事
業
費
は
殆
ど

が
国
費
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

緑
の
分
権
改
革

　

国
か
ら
の
委
託
事
業
﹁
緑
の
分

権
改
革
﹂
は
、
三
月
議
会
最
終
日

に
追
加
提
案
し
、
事
業
費
四
千
五

百
万
円
︵
国
費
一
〇
〇
％
︶
を
、

平
成
二
十
二
年
度
へ
全
額
繰
り
越

し
、
町
内
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

︵
小
水
力
や
太
陽
光
発
電
の
可
能

量
、
廃
棄
物
を
利
用
し
た
バ
イ
オ

ガ
ス
な
ど
︶
の
利
用
可
能
性
調
査

と
一
部
実
証
を
行
い
ま
す
。
集
落

再
生
ソ
フ
ト
事
業
と
合
わ
せ
て
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

過
疎
法
六
年
延
長

　

お
陰
さ
ま
で
、
過
疎
地
域
の
財

源
の
命
綱
と
も
い
え
る
過
疎
地
域

自
立
促
進
特
別
措
置
法
が
六
年
延

長
さ
れ
ソ
フ
ト
事
業
に
も
使
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

今
ま
で
に
な
い
多
く
の
事
務
事

業
を
繰
り
越
し
ま
し
た
。
住
民
皆

様
の
格
別
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

今
年
度
は
、
町
制
施
行
五
十
五
周
年
に
ち
な
ん
で

５
５
︵
G
o
！
G
o
！
︶
“二
十
一
世
紀
持
続
可
能

な
地
域
社
会
づ
く
り
”
と
位
置
付
け
、
“集
落
再
生
”

に
緑
の
分
権
改
革
や
過
疎
債
な
ど
を
活
用
し
住
民
皆

様
と
と
も
に
推
進
し
た
い
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
勝
町
長　

笠 

松 

和 

市

“町制施行55周年・戦後65年の節目”

・・
地
域
社
会
雇
用
促
進
事
業

　

二
億
円

・
緊
急
人
材
育
成
支
援
事
業

　

約
一
、
五
千
万
円

　

三
月
末
国
の
補
正
予
算
で
(株)
い
ろ
ど

り
が
要
望
し
て
い
た
、
農
業
な
ど
後
継

者
の
確
保
育
成
を
推
進
す
る
た
め
の
三

十
日
間
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
︵
の
べ

百
名
︶
や
農
業
等
に
関
す
る
訓
練
︵
七

月
〜
一
年
間
・
十
〜
十
五
名
、
訓
練
生

活
支
援
給
付
制
度
を
利
用
し
な
が
ら
農

業
等
の
座
学
や
実
習
を
行
う
事
業
︶
を

行
い
ま
す
。
後
継
者
の
確
保
育
成
し
た

い
と
思
わ
れ
て
い
る
方
は
(株)
い
ろ
ど
り

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
訓
練
生

の
募
集
は
四
月
中
旬

か
ら
行
い
、
五
月
下

旬
に
選
考
す
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

(株)
い
ろ
ど
り
へ

国
の
補
正
予
算

約
二、
一
五
億
円
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　２月20日（土）生実地区アート作品「トポス彩

2007」周辺で「かかしアート・トポス彩と出会

う！」イベントを開催しました。町外から19名の

参加者があり、作家たほりつこ氏も参加していただ

き、地域の方々の指導のもとかかしの制作を行いま

した。このかかしの材料は、日比ヶ谷ゴミステーシ

ョンにあった服やペットボトルなどを再利用し、環

境問題とアートを繋げ、町外の参加者にも環境問題

を考えてもらう機会としました。　　　

　昼食は、地元でとれた山菜の天ぷら、古代米のお

にぎり等、地域の魅力をＰＲする絶好の機会となり

ました。

　最後は、制作したかかしをアート作品「トポス彩

2007」周辺に飾り付けを行いました。トポス彩

2007管理組合や地元有志の方々ご協力ありがとう

ございました。

　３月13日～14日には、作家

國安孝昌氏が来町し、正木地区

にあるアート作品「淵神の塔」

の番線の締め直しが行われまし

た。地元有志の方々もお手伝い

いただきました。ありがとうご

ざいました。お陰様で、作品全

体の締め直しが完了しました。

　全てのイベントとも住民の方々のご協力をいただき盛大に開催することができました。今後もアート作品を活用

し、交流から地域の活性化に繋げていけるよう検討してまいりますので、皆さまのご意見ご指導をよろしくお願い

します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  役場産業課内　上勝アート里山の彩生研究会事務局

　

去
る
三
月
三
日
︵
水
︶
午
後
七
時
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平
成
二

十
一
年
度
の
緑
の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
の
柄

澤
良
味
さ
ん
、　

橋
野
土
花
さ
ん
よ
り
活

動
報
告
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

協
力
隊
に
応
募
し
た
動
機
や
、
初
め
て

見
た
上
勝
町
の
印
象
の
後
、
写
真
や
Ｄ
Ｖ

Ｄ
で
こ
の
一
年
間
に
体
験
し
た
多
く
の
事

に
つ
い
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
会
の
方
か
ら
見
て
、
体
験
し
た
上
勝

町
を
表
現
し
た
報
告
会
と
な
り
、
参
加
さ

れ
た
住
民
の
方
も
新
し
い
発
見
が
あ
っ
た

事
と
思
い
ま
す
。

　

あ
ら
た
め
ま
し
て
、
日
頃
よ
り
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
住
民
の
皆
様
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

▲設置されたかかし達 記念撮影

みんなで阿波踊り 発表の様子

▲淵神の塔の番線の締め直し
▲もくもくもくを堪能しました

▲竹の湯飲みであめゆは初めて!? ▲完成したオリジナルＴシャツ

▲地元の方とかかしを
　協働で作りました！

▲薬草の天ぷらの説明をする様子

上勝アート里山の彩生  ニュース

 活用イベント 開催！

　また、３月21日（日）には旭地区アート作品

「もくもくもく」周辺で「もくもくもく・草木

染め工房！オリジナルＴシャツをつくろう」イ

ベントが開催され、旭１Ｑ運動会や地元有志の

方々のご協力をいただきました。町外より10名

の参加者があり、作家曽我部昌史さん等を招き、

草木染めの講師として阿部正臣さん（旭）の指導

をいただき、草木染め体験を行いました。染め

物は、初めてという方がほとんどで、Ｔシャツ

がみるみる染まっていく事に驚きと、感動を覚

えておりました。そして、「もくもくもく」ま

でのウォーキングや、「もくもくもく」での昼食、

竹の湯飲みでのあめゆ等を楽しんでおりました。

　草木染めの事前準備、昼食の用意等、ご協力

いただきました皆さまありがとうございました。

もくもくもくと風景を見なもくもくもくと風景を見ながらの食事らの食事もくもくもくと風景を見ながらの食事

上勝ア上勝アート作品ト作品上勝アート作品

　上勝町の皆さん１年間お世話になりました。１年というのは長

いようで、あっという間⋯。お陰様で沢山笑わせて頂きました。

自然に学び、人に学び、体験で多くのことに気付き。経験や出会

い、喜び、葛藤等々。多くのものを頂いた１年でした。これも皆

さんのお陰です。これからも私の恩返しはゆっくり続きます。今

度は遊びに来たいと思います。魅力ある上勝町の皆さん、それま

で益々お元気で！！

　上勝の皆さんのおかげで、無事１年を過ごすことができました。

本当にありがとうございました。

　東京にいた時は、真面目に物事を考えすぎて苦しくなり、人と

関わることがおっくうになっていた時期がありましたが、皆さん

を見て、「肩の力を抜いて笑って生きるコツ」を教わり、毎日が

本当に楽しかったです。私の数々の失敗を「いい経験やわ！」と

笑ってくれたこと、その広くてあったかい心に何度救われたこと

か。私も将来そんな人になりたいです。

　「上勝に来て本当に良かった！」いま振り返ってそう思えるの

は、皆さんの優しさのおかげです。これからはこの経験を沢山の

人に伝えて、上勝のいいところを発信していきたいと思います。

　私は４月からも上勝に残ることになったので、また何かとお世

話になると思いますが、これからもよろしくお願いします。

　１年間、本当にありがとうございました！

のふるふるさと協力と協力隊のふるさと協力隊第16期

活動報告会活動報告会が開催されました開催されました活動報告会が開催されました

のふるさと協力隊

柄 澤 良 味
から  さわ  よし    み

　橋野土花
たか はし の    ど   か
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徳
島
東
部
地
域
市
町
村
長
懇
話
会
を
構
成
す
る

十
二
市
町
村
で
組
織
す
る
﹁
徳
島
東
部
地
域
子
育

て
支
援
推
進
協
議
会
﹂
に
お
い
て
、
仕
事
と
子
育

て
の
両
立
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
中

小
企
業
を
表
彰
す
る
﹁
子
育
て
支
援
優
良
企
業
表

彰
式
﹂
が
二
月
十
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
選
考
さ

れ
た
四
企
業
の
代
表
者
に
は
、
企
業
が
所
在
す
る

徳
島
市
の
原
市
長
と
小
松
島
市
の
稲
田
市
長
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ

た
四
企
業
は
次
の
通
り
で
す
。

徳
島
市

❖
 

協
業
組
合
徳
島
印
刷
セ
ン
タ
ー

　

 

代
表
理
事　
　

多 

田 

昭 

雄
︵
印
刷
業
︶

❖
 

株
式
会
社
テ
ッ
ク
予
備
校　

　

 

代
表
取
締
役　

古 

田 

茂 

樹 

︵
教
育
・
学
習
支
援
業
︶

❖
 

株
式
会
社
広
沢
自
動
車
学
校　

　

 

代
表
取
締
役　

祖 

川 

康 

子
︵
自
動
車
教
習
所
︶

小
松
島
市

❖
 

株
式
会
社
イ
ド
ム　

　

 

代
表
取
締
役　

後 

藤 

眞 

人
︵
飲
食
業
︶

■
問
い
合
わ
せ
先　

徳
島
県
子
育
て
支
援
課　

　
　
　
　
　
　
　

☎
〇
八
八—

六
二
一—

五
一
九
二

　去る２月27日コミュニティセンターに於いて、

１Ｑ運動会５期・後期（平成20〜21年度）の活動

成果発表並びに１Ｑ塾が開催されました。

　審査の結果、３つの名で「最も上流の地域を元

気にしよう」という目的を持って活動し、千年の

森ふれあい館等の事業と協賛し、着物で遊山と題

し遊山の実施、地域の伝統を守る高丸山の山開き・

３つの名の秋祭りへの参加、新しい取り組みの「旭

お盆の集い」の実施、市宇・八重地の棚田で実施

した棚田の音楽祭、日本の里百選に選ばれた八重

地地区の看板等の改修、ふるさとをかみしめても

らおうと毎年末に設置しているジャンボ門松、町

内にあるアート作品の１つである「もくもくもく」

の管理や今後、作品をどのように活用するかを学

ぶため、香川県直島アートへの視察も行い、「も

くもくもく草木染め工房」を開催し都市部の人と

の交流の中で、作品のＰＲ等を行っている旭地区

１Ｑ運動会が上出来１Ｑ賞（第１位）に選ばれ、

まとまり１Ｑ賞（第２位）に傍示地区１Ｑ運動会、

がんばり１Ｑ賞（第３位）に生実地区・福原地区・

正木地区１Ｑ運動会が選ばれました。

　各地区では秋祭りでの獅子舞、人形浄瑠璃の実

施や特産品の開発、観光案内壁画の洗浄・塗り替え、

町営バス停留所の改修、町道沿いの清掃・古い看

板の撤去等、多くの活動を実施して頂きました。

　引き続き、和歌山県色川地域振興推進委員会長

原　和男氏より、自身がＩターン者として移住し、

地域活性化に取り組み、地域の「これまで」の流

れと「いま」の元気が、しっかり結びつくことに

より、地域らしさが出てくる。

　色川地区は、234世帯443人内62世帯161人がＩ

ターン者となっており、集落再生の課題は、地域の

一体化や地域の誇りの再生であり、移住者たちの

居場所をつくる必要がある等のご講演をいただき

ました。

　今後、『持続可能なまちづくり』をめざし、一

層のご協力をお願いします。

1Ｑ運動会成果発表会1Ｑ運動会成果発表会・1Ｑ塾1Ｑ塾

　
　
　
　
　
　
　
　
　

を

表
彰
し
ま
し
た

子
育
て
支
援
優
良
企

子
育
て
支
援
優
良
企
業

子
育
て
支
援
優
良
企

子
育
て
支
援
優
良
企
業

子
育
て
支
援
優
良
企
業

　

三
月
十
四
日
︵
日
︶
晴
天
に
恵
ま
れ
、
各

地
区
で
の
清
掃
作
業
に
約
百
六
十
名
、
分
別

作
業
に
約
五
十
名
と
、
た
く
さ
ん
の
方
に
ご

参
加
頂
き
、
ま
た
、
建
設
業
協
会
・
青
年
会

の
ご
協
力
を
頂
い
て
無
事
に
上
勝
町
内
の
不

法
投
棄
物
︵
軽
四
輪
ト
ラ
ッ
ク
三
十
五
台
分
︶

を
撤
去
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

二
〇
〇
七
年
に
始
ま
っ
た
一
斉
清
掃
は
今

年
で
第
三
回
目
と
な
り
ま
す
が
、
年
々
と
大

型
家
電
の
不
法
投
棄
物
は
少
な
く
な
り
、
ポ

イ
捨
て
程
度
の
小
さ
な
ご
み
が
目
立
つ
よ
う

な
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
型
の
不
法
投
棄
物
が
減
っ
た
理
由
と
し

て
、
崖
の
下
・
急
斜
面
で
の
清
掃
作
業
、
ご

み
の
分
別
、
洗
浄
作
業
な
ど
他
の
町
で
は
あ

ま
り
行
わ
れ
な
い
作
業
を
手
早
く
確
実
に
行

う
町
民
の
姿
が
、﹁
上
勝
町
は
き
れ
い
な
町
﹂

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
、
捨
て
さ
せ
な
い

環
境
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
と
言
え
る
と

思
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
突
然
ゼ
ロ
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
確
実
に
減
り
続
け
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
継
続
し
て
町
を
き
れ
い
に
し
て
い

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
町
内
美
化
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　

平
成
二
十
一
年
度

　
　
　
　

上
勝
町
内
一
斉
清
掃
実
行
委
員
会

■
こ
の
事
業
は
、
平
成
二
十
一
年
度
徳
島
県

企
業
局
ダ
ム
水
源
地
サ
ポ
ー
ト
事
業
に
よ

り
補
助
を
受
け
て
い
ま
す
。

（090-3583-7673）お問い合わせは事務局・内浦まで

最終回

ご
参
加
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

町
内
一
斉
清
掃

各1Ｑ運動会各地区からの活動報告の様子

山中でごみを拾っている様子

空き缶を洗浄している様子

原  和男氏の講演の様子
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ꨘ 地場産業活性化
　 人材確保・育成事業

ꨘ地場産業の活性化に必要な人材育成で、旅費
　及び実技指導者等の賃金等に要する経費

２日以上
旅費100%以内（受講料含む）又は実技指
導者等の賃金等に要する経費の50%以内

1．地場産業の後継者育成のための技術・事務研修

꩸地場産業の活性化のための人材育成研修・講
　習等の講師に要する経費（数社が共催すると
　きは、代表者が申請する）

１回以上
当該経費の100%以内　但し、他に補
助ある場合は補助残の100%以内

2．地場産業の経営向上のための能力開発等の研修 産 業 課

꩸第三セクターが人材の確保育成に要する経費 １年間
報酬又は基本給与の50%以内
（限度額300万円）

3．第三セクターが役職員、幹部職員候補として人材
　を確保・育成するための経費

ꨘ 若者定住人材確保
　 育成事業

ꨘ若者の定住化を図るための町内外の見学及び
　研修に要する経費 １日以上 当該経費の100%以内

1．上勝町の地質、地形、産業、文化の学習活動

2．小、中、高生を対象とした、上勝より通勤できる
　範囲の優良企業見学

教 育
委 員 会

꩸若者の定住のための住居新築に対する祝い金
　並びに中古住宅を購入若しくは改修した場合
　の助成金

同一世帯１回限り

ꨘ住居新築祝い金  当初固定資産税額   
     100,000円未満を納付した場合は一律100,000円        
     100,000円以上を納付した場合は一律200,000円

꩸中古住宅購入補助は 一律200,000円

꩸住宅改修助成金は住宅改修に要した
　経費の10%以内（限度額200,000円) 
 （꩸及び꩸はＩ・Ｕターン者に限る。）

1．45歳以下の男女であって、上勝町内に５年以上継
　続し居住することを前提として、住居の新築及び
　中古住宅を購入若しくは改修を行った者に対する
　祝い金並びに助成金（納屋等であっても、住居の
　ための改修は対象とする）

産 業 課

ꨘ 海外研修事業
国、県及び関係機関や団体の主催する海外研修
制度や、視察団等に参加する経費１回４名以内

１週間以上
国、県等の補助残の50%以内　　　　
(限度額30万円)

1．青少年婦人海外研修

2．農林水産業の海外研修

教育委員会

産 業 課

ꨘ 国内研修事業 産業等の国内研修に要する経費１回２名以内 ２日以上
補助残の50%以内。但し、事例１につ
いては100%以内

1．(財)電源地域振興センター研修事業

2．全国各地で行われるセミナーやシンポジウム

産 業 課

教育委員会
産 業 課

ꨘ 地域活性化研究事業
地域の活性化を図るための研究開発事業で、
計画的に行うもの

年間３回以上
当該経費の100%以内
(1．2．3．は年間限度額30万円、
4．は限度額100万円)

1．地域特産品の開発研究(土産品、特産品の講師等の経費)

2．地域づくり、町づくりを推進するための講師等の経費

3．地域開発のための調査、研究グループに対する助成事業

4．地域産業の活性化のための研究開発、実証試験、
　モデル的な取組等に必要な経費

産 業 課

꩸ 国際・国内交流事業
ꨘ国際交流事業に要する経費

꩸国内交流事業に要する経費
１日以上

当該経費の100%以内
(年間限度額20万円)

1．上勝町内で行われる国際、国内交流事業

2．県内外で行われる国際、国内交流事業

教育委員会
産 業 課

꩸ 彩農業等育成事業

ꨘ彩苗木導入に要する経費

事業費（苗木等購入費）
２万円以上が対象

JA東とくしま上勝支所購買
課を通して実施すること

꩸他業種等からの参入者で新規認定農業者の認
　定を受けた者のうち、その計画の達成に必要
　な機械、施設整備等の経費

事業費30万円以上が対象

認定農業者　苗木購入費の80％以内
その他　　　苗木購入費の50％以内

1．新植・改植・補植のため多年生の彩苗木等購入に
　要する経費に対しての助成。同じ品目への助成は
　年度中に１度とする。

導入費の30%以内又は50万円のどちら
か低い額

2．農業生産に取組むための機械、施設整備（中古品
　も可）等に要する経費に対しての助成事業（経営
　改善計画を提出し認定を受ける必要がある）

꩸香酸柑橘苗木購入に要する経費

国・県等補助事業の採択に
満たない場合であって、20
本以上の植え付けを実施

JA東とくしま上勝支所を経
由すること

認定農業者　苗木購入費の80％以内
その他　　　苗木購入費の50％以内

3．新植・改植・補植のため町奨励品種の香酸柑橘苗木
　を購入　町奨励品種については、・すだち（本田
　系、徳島１号、その他）・ゆず（木頭７号、山根、
　その他）・ゆこうとする。その他については、町
　が奨励品種と認めるものとする。

産 業 課

꩸ 上勝町児童等転入支度
　 金事業

上勝町内に引っ越すための支度に要する経費
上勝町へ住民票が転入され
たとき

転入支度金として１世帯につき30万円
1．全国公募より募集し、町内に転入して来た児童等
　を有する世帯に助成する。

住 民 課

事　業　名 対象経費の内容 研修期間または条件 補助率または補助限度額 具体的事例 所管課等

上勝町人材育成事業 上勝町人材育成事業 上勝町人材育成事業 上勝町人材育成事業 助成を希望される方は、事前に役場担当課までお問い合わせください。   

備考：⑴の①と③、⑶、⑷の補助対象年齢は、50歳以下とする。但し、町長が特に必要と認めた時は、変更することができる。
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こ
ん
に
ち
は

保
健
師

保
健
師
で
す
で
す

保
健
師
で
す

上勝町診療所の

歯の健康相談

時間   9：30〜11：00

4月   8日㈭

4月   23日㈮

歯科衛生士による歯やお口の相談です。

貯筋教室

貯筋教室

本
年
度
の
計
画

◎徳島保健所で、匿名でＨＩＶ（後天
性免疫不全症候群）検査や相談が
できます。30分で結果が出ます。

◎費用  無料 (今後偶数月に実施予定)

つま先が天井を
向かないように
する。

point

内ももの筋肉を使
っていることを意
識して、ゆっくり
　と上げ下げする。

point

股関節に痛みがあったり、
筋力が弱い場合、足の上
げ幅を小さくする。

point

ＨＩＶＨＩＶ夜間検夜間検査と相談相談ＨＩＶ夜間検査と相談

4月 13日㈫
時間  18：00〜

　　 19：00

上勝町無料電話健康相談 0120-24-8174
24時間　  や ま い な しフリーダイヤル

　

若
葉
の
緑
が
目
に
も
鮮
や
か
な

こ
の
ご
ろ
、
皆
様
お
変
わ
り
ご
ざ

い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
今
回
の

健
康
情
報
は
、
﹁
食
中
毒
﹂
に
つ

い
て
お
話
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
早
い
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
梅
雨
時
は
特
に
注
意
が
必
要

で
す
。

　

い
ま
や
、
食
材
の
半
分
以
上
を

海
外
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る

日
本
。
冷
凍
、
冷
蔵
の
技
術
の
進

歩
が
こ
れ
に
ま
す
ま
す
拍
車
を
か

け
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、
輸
入

冷
凍
魚
介
類
等
が
感
染
性
下
痢
原

因
菌
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
い
た

場
合
、
食
べ
る
事
に
よ
る
危
険
だ

け
で
な
く
、
そ
の
解
凍
水
に
よ
っ

て
生
活
用
水
が
汚
染
さ
れ
る
と
い

う
可
能
性
も
充
分
あ
る
わ
け
で
、

食
材
を
輸
入
に
頼
る
以
上
、
食
中

毒
の
危
険
性
も
そ
の
分
高
く
な
る

こ
と
を
考
慮
し
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
は
勿
論
、
魚
介
類
の

み
の
話
で
は
な
く
、
食
肉
の
国
際

流
通
が
増
大
し
、
輸
入
食
肉
や
卵

か
ら
新
し
い
型
の
サ
ル
モ
ネ
ラ
食

中
毒
が
急
速
に
広
ま
る
と
い
う
ケ

ー
ス
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
分

か
る
よ
う
に
、
食
材
全
般
に
言
え

る
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
食
材

の
取
り
扱
い
に
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
注
意
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

特
に
梅
雨
時
は
湿
度
も
気
温
も

高
い
日
が
続
く
た
め
、
細
菌
が
原

因
の
食
中
毒
が
発
生
し
や
す
く
な

り
ま
す
。
た
だ
で
さ
え
、
夏
は
体

力
が
落
ち
、
抵
抗
力
が
弱
く
な
っ

て
く
る
と
き
で
す
。
し
っ
か
り
予

防
策
を
と
ら
な
い
と
、
腹
痛
や
下

痢
、
吐
き
気
な
ど
の
辛
い
症
状
を

経
験
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
う
の
で
御
用
心
。

 

食
中
毒
の
感
染
源
は
？

　

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
や
腸
炎
ビ
ブ
リ

オ
な
ど
の
食
中
毒
菌
は
、
人
の
手

を
は
じ
め
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
つ

い
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

実
は
、
汚
染
さ
れ
た
食
品
そ
の
も

の
を
食
べ
る
こ
と
に
よ
る
感
染
よ

り
も
、
食
品
を
調
理
す
る
過
程
に

お
い
て
、
手
や
指
、
調
理
器
具
な

ど
に
付
着
し
た
細
菌
が
原
因
で
起

こ
る
感
染
の
ほ
う
が
、
よ
り
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
食
品
に
関
わ

る
あ
ら
ゆ
る
過
程
で
清
潔
さ
を
保

ち
、
食
品
に
つ
い
て
い
る
細
菌
を

増
殖
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

知
っ
て
る
？

 

食
中
毒
菌
の
い
ろ
い
ろ 

　
　
　
　

サ
ル
モ
ネ
ラ
、

　
　
　
　

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
等

　

細
菌
に
汚
染
さ
れ
た
食
品
を
口

に
す
る
こ
と
で
、
生
き
た
菌
が
食

中
毒
を
引
き
起
こ
す
も
の
。
腸
管

に
た
ど
り
着
い
た
菌
が
腸
管
内
で

さ
ら
に
増
殖
し
、
腸
管
組
織
に
侵

入
し
て
組
織
を
壊
し
、
炎
症
を
起

こ
し
ま
す
。
こ
の
結
果
、
腹
痛
や

下
痢
な
ど
の
症
状
が
現
れ
、
ひ
ど

く
な
る
と
血
便
が
出
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
、
病
原
性
大
腸
菌
等

　

菌
が
腸
管
内
で
作
り
出
し
た
毒

素
に
よ
り
発
症
し
ま
す
。
菌
に
よ

っ
て
作
り
出
す
毒
素
が
異
な
り
、

症
状
も
様
々
で
す
が
、
主
に
腹
痛
、

下
痢
、
発
熱
な
ど
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
　
　
　

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
、

　
　
　
　

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
等

　

食
品
内
で
あ
ら
か
じ
め
細
菌
が

増
殖
し
、
産
生
し
た
毒
素
を
経
口

摂
取
す
る
こ
と
で
発
症
す
る
中
毒

で
、
感
染
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中

に
は
神
経
毒
作
用
を
持
つ
恐
い
毒

素
を
作
り
出
す
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

O

−

1
5
7
は
正
式
に
は
腸
管

出
血
性
大
腸
菌
O

−

1
5
7
と
い

い
、
病
原
性
大
腸
菌
の
一
つ
で
す
。

感
染
す
る
と
激
し
い
腹
痛
と
と
も

に
血
便
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
は
O

−

1
5
7
が
つ
く

り
だ
す
﹁
ベ
ロ
毒
素
﹂
と
い
う
強

力
な
毒
素
が
大
腸
を
攻
撃
す
る
た

め
に
起
こ
る
出
血
で
す
。
過
去
の

感
染
事
例
を
見
る
と
、
原
因
食
品

は
、
貝
割
れ
大
根
や
水
、
牛
肉
、

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
実
に
さ
ま
ざ
ま
。

 

ど
う
し
た
ら
防
げ
る
？

 

食
中
毒

食
中
毒
の
三
原
則 

・
菌
を
増
や
さ
な
い

　
　
　
　
　

↓
冷
蔵
・
冷
凍 

・
菌
に
触
れ
な
い

　
　
　
　
　

↓
清
潔
・
清
掃 

・
菌
を
殺
す
↓
加
熱
・
殺
菌

　

人
の
身
体
に
は
本
来
外
敵

か
ら
身
を
守
る
、
自
己
防
衛

機
能
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

腸
管
内
の
細
菌
群
に
も
、
外

部
か
ら
侵
入
し
て
き
た
菌
が

増
え
た
り
棲
み
つ
い
た
り
す

る
の
を
防
ぐ
働
き
が
あ
り
ま

す
が
、
外
部
か
ら
の
侵
入
が

な
け
れ
ば
こ
の
働
き
は
弱
ま

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
近
年
、

特
に
社
会
の
無
菌
状
態
が
進

み
、
日
本
人
の
免
疫
力
が
低

下
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
普
段
の
生
活
で
、

周
り
に
存
在
し
て
い
る
様
々

な
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
と
接
す

る
こ
と
で
、
菌
に
抵
抗
す
る

力
が
つ
く
の
で
す
。
あ
ま
り

に
も
過
敏
に
潔
癖
に
な
る
必

要
は
な
く
、
菌
と
共
生
す
る

こ
と
で
強
い
身
体
を
作
り
、

食
中
毒
を
事
前
に
予
防
し
ま

し
ょ
う
！

ちょびっと筋トレ

・横向きに寝て、ひじで体を支え
て少し上体を起こす。

・下側の足をは伸ばし、上側の足
はひざを曲げて立てる。

・下側の足を持ち上げ、元に戻す。

難易度 ⋯ ☆☆

アダクション       

 　

四
月
か
ら
新
年
度
が
始
ま
り
ま

す
。
各
種
健
診
や
教
室
も
、
既
に

日
程
が
決
ま
っ
て
い
る
も
の
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  

特
定
健
診
と
が
ん
検
診

■
七
月
十
二
日

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

■
七
月
十
三
日

　

高
鉾
公
民
館

■
七
月
二
十
八
日

　

基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

■
八
月
十
日

　

定
住
セ
ン
タ
ー

※
が
ん
検
診
は
各
家
庭
に
、
国
保

の
特
定
健
診
該
当
の
方
に
は
、

世
帯
毎
に
申
込
は
が
き
を
お
送

り
し
ま
す
。

※
社
会
保
険
な
ど
の
家
族
の
特
定

健
診
は
、
職
場
の
担
当
者
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ね
。

  

  

女
性
の
が
ん
検
診

■
九
月
十
六
日

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

※
詳
し
く
は
、
九
月
号
広
報
で

　

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

  

乳
幼
児
健
診

■
六
月
四
日　
　

■
九
月
三
日

■
十
二
月
三
日　

■
三
月
四
日

※
該
当
の
方
に
は
、
個
別
に
お
知

　

ら
せ
し
ま
す
。

  

ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

み
ん
な
で
歩
か
ん
で
！

24
ぐ
る
っ
と
ウ
ォ
ー
ク

　
　
　
　
　

 

in
と
く
し
ま

■
五
月
十
六
日
︵
木
︶

※
ゴ
ミ
拾
い
を
し
な
が
ら
約
六
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
と
、
約
十
二
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
二
つ
の
コ
ー
ス
に

分
か
れ
て
、
み
ん
な
で
歩
き
ま

す
。

  

貯
筋
教
室　

■
五
月
二
十
六
日
か
ら
実
施
予
定  

で
す
。

  

運
動
教
室

■
十
月
以
降
に
実
施
予
定
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　

①．エビは殻をむき、横二つに切って、背わたを取る。

②．ブロッコリーは小房に分ける。③．フライパンにオリー

ブオイルを入れ、エビをさっと炒めたらブロッコリーを入

れ、酒を入れてふたをする。④．エビに火が通り、ブロッ

コリーが柔らかくなったら皿に取り出す。⑤．ⓐを混ぜた
ものをかけて、できあがり。

〔材料〕エビ（殻付

き）200g／ブロッ

コリー1株／塩、こ

しょう 適量／オリ

ーブオイル 大さじ

1／酒 大さじ2／

ⓐ（マヨネーズ 大

さじ4／にんにく 

1かけ／牛乳 適量）

エビとブロッコリーのサラダ

ストレスで消耗
したビタミンＣをブ
ロッコリーでしっ
かり補給。

毎
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
す

る
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
ね
。

知

得

知

得

っ
て

す
る

健
康
情
報

鳥

海

進

一

144 達
人

貯筋教室

健
康
の

達
人
に
な
ろ
う

感
染
型

毒
素
型

生
体
内
毒
素
型

O

−

1
5
7
と
は
？
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　上勝町診療所では、臨時の看護師を募集し

ますので、ご希望の方は、市販の履歴書１通

（写真貼付のこと。）、免許状の写し１通、

宛先を記入した返信用封筒（80円切手を貼

付）を同封して平成22年５月31日までに、上

勝町役場総務課宛に郵送、もしくはご持参く

ださい。

■募集人数　１名

　　　　　　ただし、満65歳未満の方とします。

■待　　遇　日額　13,000円以内

　　　　　　通勤費は、職員に準じて別途支

　　　　　　給、また健康保険、厚生年金、

　　　　　　雇用保険加入。

■勤務時間　午前８時30分～午後５時15分

■任用期間　平成22年８月１日～

　　　　　　平成23年３月31日

■試験の内容　面接等による選考試験

■履歴書郵送先及び問い合わせ先

　〒771-4501

　徳島県勝浦郡上勝町大字福原

　字下横峯３番地１

　上勝町役場総務課

　쩸0885-46-0111

　※試験日及び場所は、応募状況

　　により、後日通知します。

　有償ボランティアタクシーをご利用になら

れる方は、会員登録手続きを、次の場所で行

っておりますので、印鑑持参のうえお願い致

します。（申請者年会費1,000円、家族会員は

１人当たり年会費200円となります。）

■ひだまり

■上勝町役場支所

■社会福祉協議会

■タクシー利用時の運転手

　ご利用の連絡先については、有償ボランテ

ィアタクシー専用携帯電話となります。

携帯番号　090-7627-4455

＊注意点

運転手へ直接連絡し事務局に連絡がなく走行

し、現金を支払った場合「白タク」行為とな

ります。利用の場合は、必ず事務局へお申し

込み下さい。白タク行為などの違反を起こし

た場合、 有償ボランティアタクシー事業がで

きなくなることもありますので１人ひとりの

ご協力よろしくお願いいたします。

　有償ボランティアタクシーの運転手をして

いただける方も随時受付しておりますので下

記までお問い合わせ下さい。

쩸44-6080

IP050-3438-9545

■職務内容　ゴミの分別指導、圧縮作業、

　　　　　　清掃作業など

■勤務場所　日比ヶ谷ゴミステーション

■賃　　金　日給8100円

■勤務形態　シフト制（月10日程度）

■勤務時間　7：30～16：00

■必要な免許資格　普通自動車運転免許

■年齢・学歴不問

■ごみを減らしたいと思っている人優遇

■募集期間　４月２日（金）～４月９日（金）

お問い合わせは、

NPO法人ゼロ・ウェイストアカデミーまで

쩸44-6080

IP050-3438-9545

平成22年度平成22年度平成22年度
有償ボランティアタクシー会員登録手続き
および電話番号について（お知らせ）

■運動の基本　子どもと高齢者の交通事故防止

■運動の重点　・全ての座席のシートベルトとチャイルド

　　　　　　　　シートの正しい着用の徹底

　　　　　　　・自転車の安全利用の推進

　　　　　　　・飲酒運転の根絶

　　　　　　　・夜間の交通事故防止

■交通安全意識をチェックし心と時間に余裕を持って、安全運転を心がけましょう。

臨時看護師募集臨時看護師募集臨時看護師募集臨時看護師募集臨時看護師募集

日比ヶ谷ゴミステーショ日比ヶ谷ゴミステーション作業員急ン作業員急募！日比ヶ谷ゴミステーショ日比ヶ谷ゴミステーション作業員急ン作業員急募！日比ヶ谷ゴミステーション作業員急募！

　

平
成
二
十
二
年
四
月
一
日
付  

︵　

︶は
前
任

   

本　

庁

・
参
事
兼
議
会
事
務
局
長

　

寺 

西 

重 

築
︵
議
会
事
務
局
長
︶

・
参
事
兼
産
業
課
総
括

　

桑 

原 

定 

夫
︵
産
業
課
長
︶

・
参
事
兼
建
設
課
長

　

長 

岡 

政 

司
︵
建
設
課
長
︶

・
総
務
課
長

　

花 

本 　

 

靖
︵
総
務
課
長
兼
税
務
課
長
︶

・
産
業
課
長

　

横 

山 

武 

志
︵
産
業
課
主
幹
︶

・
税
務
課
長

　

吉 

積 　

 

忍
︵
税
務
課
課
長
補
佐
︶

・
会
計
管
理
者
︵
出
納
室
主
幹
︶

　

特
区
担
当

　

細 

束 

仁 

美
︵
総
務
課
課
長
補
佐
︶

・
産
業
課
主
幹

　

山 

田 

三 

郎
︵
産
業
課
課
長
補
佐
︶

・
産
業
課
主
幹

　

東　

ひ
と
み
︵
産
業
課
課
長
補
佐
︶

・
産
業
課
課
長
補
佐

　

吉 

積 

弘 

成
︵
産
業
課
林
業
振
興
係
長
︶

・
住
民
課
課
長
補
佐

　

多 

田 

光 

利
︵
住
民
課
福
祉
係
長
︶

・
総
務
課
課
長
補
佐

　

峯 

下 

恭 

次
︵
総
務
課
行
政
係
長
︶

・
税
務
課
課
長
補
佐

　

傍 

示 

佳 

孝
︵
税
務
課
税
政
係
長
︶

・
総
務
課
行
政
係
長

　

高 

橋 

暁 

美
︵
総
務
課
事
務
主
任
︶

　
・
住
民
課
戸
籍
係
長

　

中 

岡 

卓 

也
︵
住
民
課
事
務
主
任
︶

・
産
業
課
農
業
振
興
係
長

　

石 

木 

由 

雄
︵
産
業
課
事
務
主
任
︶

・
税
務
課
税
政
係
長

　

新 

田 

秀 

子
︵
税
務
課
事
務
主
任
︶

・
税
務
課
事
務
主
任

　

長 

木 

純 

枝
︵
税
務
課
主
事
︶　

・
産
業
課
事
務
主
任

　

久 

米 

繁 

樹
︵
建
設
課
主
事
︶

・
建
設
課
主
事

　

横 

田 

正 

和
︵
産
業
課
主
事
︶

・
総
務
課
主
事
補

　

斎 

藤 

吾 

郎
︵
新
規
採
用
︶

・
住
民
課
主
事
補

　

森 

積 

昭 

仁
︵
新
規
採
用
︶

・
住
民
課
保
健
師
補

　

岡 

山 

麻 

衣
︵
新
規
採
用
︶

   

支
所
及
び
教
育
委
員
会

・
支
所
事
務
主
任
兼
教
育
委
員
会
出
向

　

松 

岡 

秀 

美

・
教
育
委
員
会
出
向

　

谷 

崎 

香 

里
︵
建
設
課
主
事
補
︶

   

退　

職　

　
　
　
　
　

平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
付

　

星 

場 

眞 

人
︵
参
事　

出
納
室
長
︶

　

栗 

城 

絹 

枝
︵
住
民
課
主
幹
︶

　

山 

本 

康 

代
︵
中
学
校
用
務
員
︶

・

人 

事 

異 

動

︵
支
所
主
事
兼
教
育

   

委
員
会
事
務
局
主
事
︶

４月６日（火）～４月15日（木）までの10日間期間

案 内 板
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お問い合わせは、　阿南地域事務所まで　꩸0884-22-6981 

どんな些細なことでも結構です。お気軽にご連絡下さい。お待ちしております。 

　平成22年度の犬の登録および狂犬病予防

注射について４月５日(月)～６日(火)、次の通

り町内を巡回します。

■登録料（新規登録犬のみ)　3,000円
■注射料　3,000円
　　　　　生後91日以上の犬が対象です。

・原簿への記入ミスを防ぐため、お送りして

　ある案内葉書が必ず必要となりますのでご

　持参ください（新規登録者除く）。

・できるだけ、釣銭のいらないようお持ち合

　わせください。

・多少時間に遅れることがありますのでご了

　承ください。

　なお、当日注射ができない場合は、５月９

日(日)午前中の補正注射において、登録や注

射をお願いいたします。

■問い合わせ先　

　役場住民課

時　間

9:00～9 :20

9 :30～9 :45

9:50～10:00

10:10～10:15

10:35～10:40

10:50～11:10

11:30～11:35

13:00～13:25

13:30～13:35

13:45～13:50

13:55～14:00

14:05～14:10

14:30～14:35

14:55～15:00

福　川

南　岡

六十ブ

槻　地

南　岡

正木平間

柳　谷

下　地

中　央

折　坂

折　坂

若　生

下　平

傍示日浦

田村商店様横

古請様資材置場

六十ブ橋

会堂前

下岡様宅横

役場支所裏

会堂前

針木様宅前三つ角

橋詰様宅前四つ角

梅平様宅下バス回転場

坂野様宅下カーブ

青黄様宅前

谷様宅下

田中様宅横

9:15～9 :25
9 :35～9 :40
9:50～10:00
10:05～10:10
10:15～10:35
10:40～10:45
10:50～11:00
11:20～11:25
11:35～11:45
13:10～13:20
13:30～13:40
13:50～13:55
14:05～14:15
14:25～14:35
14:45～15:00

八重地
市　宇
菅　蔵
神　明
堂　平
下　野
ながとろ通り
杉　地
喰　田
福原平間
日ノ浦
戸　越
高　畑
府　殿
樫　原

集会所前
田野様宅前
西浦橋
東岡様宅前
堂平橋(集落センターへの橋)
権太橋バス停
井上様宅前東
笹山様宅上がり口
森本様宅前
亀橋
大杉荘前
上勝中学校上
瀬津会館上
梅塚様宅前
廣岡様宅前

巡　回　場　所 時　間 巡　回　場　所
４月５日(月) ４月６日(火)

町内在住、または町内に勤務されている方であれば受講することができます。

一緒に英会話を学びましょう！

詳しくは、上勝町教育委員会までお問い合わせください。　꩸45-0111　IP050-3438-7311

愛犬家の皆様へ

15日(木）高鉾公民館　初級クラス

22日(木）上勝町コミュニティセンター　上級クラス

時間　19：30～21：00

※講師の都合等により、予定が変更になることがあります。

４月予定

　

高
校
・
大
学
・
専
門
学
校
に

進
学
さ
れ
る
方
に
奨
学
資
金
を

お
貸
し
し
ま
す
。

■
貸
付
対
象
者

上
勝
町
に
居
住
し
、
高
等
学

校
ま
た
は
、
こ
れ
と
同
程
度

の
学
校
及
び
四
年
制
大
学
、

短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校

及
び
修
業
年
限
が
二
年
以
上

の
専
修
学
校
に
進
学
し
た
者
。

■
貸
付
条
件

・
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が

困
難
と
認
め
ら
れ
る
者
、
そ

の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
者
。

・
本
町
に
過
去
三
年
以
上
住
所

を
有
し
引
き
続
き
居
住
し
て

い
る
者
。　

・
学
業
成
績
が
極
め
て
優
秀
で

　

あ
る
者
。

・
学
習
意
欲
が
旺
盛
な
者
。

■
貸
付
額

　

高
校
生　

月
額
二
万
円

　

大
学
生　

月
額
三
万
円

■
貸
付
期
限

　

在
籍
す
る
学
校
の
最
短
修
業

　

年
限
。

■
返　

還

卒
業
後
、
一
年
を
据
え
置
き
、

貸
し
付
け
し
た
年
数
で
償
還

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
利
子

は
無
利
子
で
す
。

■
申
込
期
間

四
月
一
日︵
木
︶か
ら

四
月
三
十
日︵
金
︶ま
で
。

　

県
の
奨
学
金
制
度
も
ご
ざ
い

ま
す
。
詳
し
く
は
町
教
育
委
員

会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

奨
学
資
金

奨
学
資
金
を

お
貸
し
し
ま
す

貸
し
し
ま
す
！

奨
学
資
金

奨
学
資
金
を

お
貸
し
し
ま
す

貸
し
し
ま
す
！

奨
学
資
金
を

お
貸
し
し
ま
す
！

自衛隊

幹　部

候補生

20歳以上

26歳未満

の者 

幹部候補生として約１年

間の教育を受けた後、３

等陸・海・空尉に昇任し

幹部自衛官となります。

平成22年

４月１日（木）～

５月10日（月）

第１次試験

平成22年

５月15日（土）

５月16日（日）

一般曹

候補生

18歳以上

27歳未満

の者

採用後２年９月経過以降

選考により３曹に昇任し

ます。また、将来は幹部自

衛官への道も開かれてい

ます。

第１回

平成22年４月１日（木）

　　　～５月10日（月）

第２回

平成22年８月１日（日）

　　　～９月10日（金）

第１回第１次試験

平成22年５月22日(土）

第２回第１次試験

平成22年９月18日(土）

予備

自衛官補

（一般公募）

18歳以上

34歳未満

の者

３年以内に、50日の教育

訓練を受け、修了した者

は、修了の翌日に陸上予

備自衛官として任用され

ます。

第１回

平成22年１月12日（火）

　　　 ～４月９日（金）

第２回

平成22年７月20日（火）        

　　　～10月８日（金）

第１回第１次試験

平成22年

４月17日(土）～19日(月）

第２回第１次試験

平成22年

10月16日(土）～18日(月）

募集種目 受験資格 将来の展望 受付期間 試験日

自衛官募集
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■問い合わせ先　徳島県 保健福祉課 地域福祉・援護担当 まで　ꨘ088-621-2170

提出

申請

決定通知

報告

確定
請求

支払い

申請

決定通知

通知

　独立行政法人国際協力機構（以下「JICA」とする。）は、下記の要領で「青年海外協
力隊」「シニア海外ボランティア」の平成22年度春募集を行います。

目的：開発途上国の人々と共に生活し、相互理解を図りながら、技術や経験を活かして
人々の自助努力を促進させる形で協力活動を展開していく海外のボランティアです。

１．募集期間　　2010年４月１日(木)～2010年５月17日(月)〔消印有効〕

２．応募資格

　「青年海外協力隊」：2010年5月17日現在で満20歳から満39歳までの日本国籍を持つ方

　「シニア海外ボランティア」：2010年5月17日現在で満40歳から満69歳までの日本国籍を持つ方

　〔以下の方は応募できません〕
　　※禁固以上の刑に処せられ、その執行を終えるまで又は受けることがなくなるまでの者
　　※成年被後見人、被保佐人又は被補助人

３．説明会の開催　　下記の日程で説明会も開催します。お気軽にご参加ください。

４．募集・選考について

　詳細、申込方法及び相談等は下記までお願いします。
　J ICA(ジャイカ)四国　ꨘ：087-833-0901　FAX：087-837-0747　
　　　　　　　　         E-mail: jicaskic-jocv@jica.go.jp　担当：松岡・林まで

「青年海外協力隊」

「シニア海外ボランティア」
平成22年度

春募集！
JICA

慰霊巡拝のご案内
下記の日程で戦没者慰霊巡拝を行います。

※実施予定時期・実施期間・募集予定人数は、現段階の案であり、相手国の事情等により変更することがあります。

区分

旧ソ連

中国

南方

派遣地域

地　名

イルクーツク州

ザバイカル地方

アムール州

ハバロフスク地方

東北地区

インドネシア

硫黄島（第１次）

東部ニューギニア

ミャンマー

マリアナ諸島

トラック諸島

フィリピン

硫黄島（第２次）

ギルバード諸島

実施予定時期

８月21日（土）～９月２日（木）

８月29日（日）～９月10日（金）

９月５日（日）～９月17日（金）

９月１日（水）～９月11日（土）

10月22日（金）～10月30日（土）

11月９日（火）～11月10日（水）

11月13日（土）～11月20日（土）

12月３日（金）～12月11日（土）

１月22日（土）～１月29日（土）

２月２日（水）～２月11日（金）

２月16日（水）～２月17日（木）

２月26日（土）～３月４日（金）

実施期間

13日間

11日間

９日間

２日間

８日間

９日間

８日間

10日間

２日間

７日間

募集予定
人数

15名

10名

15名

50名

30名

20名

15名

60名

100名

15名

平成22年度

〒770-0831
徳島県徳島市寺島本町西1-61
ꨘ088-656-3303

JR徳島駅 徳島駅ビル
（クレメントプラザ）6F

TOPIA
（徳島県国際交流協会）

18:30
20:30

4 月 8 日 (木)徳島市

〒770-0835　　　　　　　      
徳島県徳島市藍場町2丁目14番地
ꨘ088-622-8121

JR徳島駅より
徒歩約10分

あわぎんホール
（郷土文化会館）

13:30
15:30

4月18日(日)徳島市

住所・電話番号 交通アクセス会　場開始時刻
終了時刻開催日程開催地

新事業がスタート！（町単独事業）

新卒者等の厳しい雇用情勢に対応するとともに、この雇用情勢は上勝町にとって後継

者確保のチャンスととらえて、町内の各産業の新規雇用を支援することで、次代を担

う後継者の確保・育成をして、「上勝町の持続可能な地域社会づくり」を目的とします。

目的

助成予定期間　　平成22年４月１日〜平成24年３月31日（２年間）

短期(１年未満)または季節労働的雇用

新規雇用者に対して支払われる給与(賃金)及び法定福利費以外の経費

勤務地、居住地が町外となる者

国・県・町などから別に雇用者に対する助成金等を受けている場合

福祉関係は対象外

新規雇用

給与・業務内容等の決定

雇用実施計画書作成

実績報告書作成

請　求　書

確　　　認

助成金精算

助成金交付申請書作成
（年度毎に必要）

事業に変更が生じた場合
助成金交付変更申請書作成

受理・審査
変更交付決定

・新卒者・無職で40歳未満
・９月30日までに町内に住むこと
・１年以上雇用すること
・雇用時点では町内外は問わない
・１事業主当たり３名以内

県の最低賃金以上

(H22.4.1現在 633円/h)

⋯雇用者の確認必要

申請は雇用後３ヶ月の　
実績を経た後

３ヶ月間・業務に従事

助成額を超した部分
は事業主負担とする

給与＋法定福利の50％

以内又は100万円(年)

のどちらか低い額

助成額：

募　集：4/1〜9/30

応募が10名程度（予算の範囲内）
に達した時点で受付け終了

受理・審査
（受付10名程度）

内示

受理・審査

交付決定

受理・審査

交付確定

町内で産業を営む者事業主上勝町

雇用の継続

＊実績に応じ部分払い可能(実績の90%以内)

概  要

⋯(３月31日）

 (受付は先着順)

対象 事 業 主　　農林水産業、建設業、製造業、電気・ガス・水道業、運輸・通信業
　　　　　　　　卸売・小売業、飲食業、サービス業等を町内で営むもの

対　象　外

平成22年度  上勝町雇用推進事業平成22年度  上勝町雇用推進事業平成22年度  上勝町雇用推進事業平成22年度  上勝町雇用推進事業平成22年度  上勝町雇用推進事業

お問い合わせ等　　産業課　☎ 46-0111　IP 050-3438-8071 

(４月１日以降）
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障害者生活支援相談障害者生活支援相談

　上記にて障害者の方の支援、相談を受付て
います。障害者手帳の取得、補装具、住宅改
修、居住サービス等どんなことでもお手伝い
いたしますので、お電話お待ちしています。

シーズ相談支援事業部

☎ 0884-24-3366

障害者生活支援相談

廃タイヤ・廃バッテリーの収集廃タイヤ・廃バッテリーの収集
粗大ごみ・家電製品（テレビ・エ粗大ごみ・家電製品（テレビ・エ
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収

毎週日曜日 7時30分〜14時
日比ヶ谷ゴミステーション
　廃タイヤ・廃バッテリー
　  　⋯１㎏まで毎に100円
　家電製品⋯有料

廃タイヤ・廃バッテリーの収集
粗大ごみ・家電製品（テレビ・エ
アコン・洗濯機・冷蔵庫）の回収

今 月 の 納 税今 月 の 納 税今 月 の 納 税

納期限 平成22年４月30日

後期高齢者医療保険料 ８期分

軽 自 動 車 税 全期分

督促状の出るもの

　納期限は３月31日でしたが、まだ未納の方
が見受けられます。未納者には、４月20日に
督促状を送付します。早急に納めてください。

農 業 簿 記

　家庭内、近隣との悩みごとなど、登記相

談についてもお気軽にご相談ください。

※下記の登記無料相談を受けられ
たい方は、事前に町内で開催さ
れる心配ごと相談所へご相談い
ただくか、直接下記へご相談い
ただくことも可能です。

４月22日㈭  13時〜16時30分

高　鉾　公　民　館

心配ごと相心配ごと相談心配ごと相談

４月24日㈯  9時〜正午
※毎月第4土曜日9時〜正午まで開催

小松島市総合福祉センター

登記無料相談

　平成22年４月からシステム

の変更により、被保険者証の

番号が変更されました。

　使用方法については前年度

までの被保険者証と変更あり

ません。

国民健康保国民健康保険からからお知らせお知らせ国民健康保国民健康保険からからお知らせお知らせ国民健康保険からお知らせ
　

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
方

が
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
で
退

職
︵
失
業
︶
す
る
と
、
市
区
町
村

役
場
で
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保

険
者
に
な
る
た
め
の
手
続
き
を
行

い
、月
額
一
万
四
、六
六
〇
円
︵
平

成
二
十
二
年
度
は
一
万
五
、一
〇

〇
円
︶
の
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
経
済
的
に
困
難
な
方
に
は
、
申

請
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
を
免

除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
制
度
を
利
用
す
る
と
、
保

険
料
を
納
め
な
く
と
も
、
免
除
さ

れ
た
期
間
は
次
の
よ
う
に
扱
わ
れ

ま
す
。①
老
齢
基
礎
年
金
・
老
齢

厚
生
年
金
の
受
給
資
格
期
間
の
二

十
五
年
に
算
入
さ
れ
ま
す
。②
老

齢
基
礎
年
金
の
二
分
の
一
の
年
金

額
が
保
障
さ
れ
ま
す
。③
障
害
基

礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
。

    

・
ど
こ
が
特
例
な
の
か

　

ま
た
、
免
除
申
請
す
る
年
度
ま

た
は
そ
の
前
年
度
に
退
職
︵
失
業
︶

し
た
方
は
、
特
例
免
除
制
度
を
利

用
で
き
ま
す
。
こ
の
特
例
免
除
で

は
、
通
常
は
審
査
の
対
象
と
な
る

ご
本
人
の
所
得
の
状
況
を
除
外
し

て
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

配
偶
者
、
世
帯
主
に
一
定
以
上
の

所
得
が
あ
る
と
き
は
免
除
が
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※

退
職
に
は
自
己
都
合
退
職
も
含

ま
れ
ま
す
。

    

・
手
続
き
に
関
し
て

　

特
例
免
除
の
申
請
に
は
、
住
民

票
の
あ
る
市
区
町
村
役
場
へ
﹁
国

民
年
金
保
険
料
免
除
申
請
書
﹂
を

提
出
︵
郵
送
可
︶
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
︵
申
請
書
は
町
役
場
ま
た

は
年
金
事
務
所
︵
旧
社
会
保
険
事

務
所
︶
に
あ
り
ま
す
︶。

　

手
続
き
に
必
要
な
も
の
は
、

①
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど

基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
、

②
認
め
印
︵
本
人
が
署
名
す
る
場

合
は
不
要
︶、③
失
業
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
で
き
る
公
的
機
関
の
証

明
の
写
し
︵
雇
用
保
険
受
給
資
格

者
証
、
離
職
票
等
︶
と
な
っ
て
い

ま
す
。

    

・
被
扶
養
配
偶
者
の
方 

　

厚
生
年
金
加
入
者
の
二
十
歳
以

上
六
十
歳
未
満
の
被
扶
養
配
偶
者

の
方
は
、
配
偶
者
の
退
職
︵
失
業
︶

に
よ
っ
て
、
国
民
年
金
の
種
別
が
、

第
三
号
被
保
険
者
か
ら
第
一
号
被

保
険
者
に
か
わ
り
、
保
険
料
の
納

付
義
務
が
生
じ
ま
す
。

　

こ
の
被
扶
養
配
偶
者
だ
っ
た
方

も
、配
偶
者
の
方
が
右
の
退
職
︵
失

業
︶
時
の
特
例
免
除
に
該
当
す
れ

ば
、
同
時
に
免
除
申
請
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
免
除
が
認
め
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
免
除
さ
れ
た
期
間
に
つ

い
て
は
、
十
年
以
内
に
﹁
追
納
﹂

を
し
て
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金

額
を
増
や
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　納税者の方が縦覧帳簿により土地や家屋の評価額を

比較し、自らの土地や家屋の評価額の適正さを判断し

ていただくために行うものです。

■縦覧期間　４月１日（木）〜５月31日（月）

　　　　　   （土日祝日は除く）

■縦覧時間　８時 30分〜17時

■縦覧できる人

　固定資産税の納税者又はその代理人（委任状が必要）

■閲覧に必要な書類

　本人確認ができる書類

　（納税通知書、課税明細書、運転免許証など）

■閲覧場所

　役場税務課

　なお、従来の固定資産税課税台帳の閲覧も行います。

　保険料率は２年ごとに改定を行うこととなっており，平

成 22年度及び平成 23年度の保険料率（被保険者均等割額・

所得割率）が決定しました。

　後期高齢者医療制度では，被保険者一人ひとりに納めて

いただく保険料は，公費や現役世代の支援金とともに大切

な財源となります。

・保険料の計算方法…被保険者均等割額と所得割額を合計して，

　個人単位で計算します。保険料の上限は年額50万円です。

・保険料の軽減…所得の低い方及び国保・国保組合以外の健康保 

　険の被扶養者であった方は，次のとおり保険料が軽減されます。

　平成22年度の合併処理浄化槽の補助が４

月より始まります。

　申請については、予算の範囲内で、８月

末までの申請となっております。

　新設（新築）時における県補助額が年々

減少しておりますので、平成22年度中に新

築をお考えの方におかれましては、早めに

ご相談をお願いいたします。

　なお、８月以降の相談に関しましては、

翌年度の補助となりますので、ご注意くだ

さい。

■問い合わせ先　役場住民課

退
職(

失
業)

に
よ
る

特
例
免
除
制
度

固定資産税縦覧帳簿の縦覧 合併処理浄化槽の
補助をお考えの皆様へ

保険料 ＝ 被保険者均等割額  43,990円＋

              ｛（総所得金額－33万円）×所得割率  8.03％｝

均等割額 （被保険者全員が等しく負担）43,990円

所得割率 （被保険者が所得に応じて負担）8.03％

被保険者全員が年金収入 80万円以下で，
その他の所得がないとき  

33万円＋
(24万５千円×世帯主以外の被保険者数）以下

33万円＋（35万円×被保険者数）以下 

９割

世帯の所得額の合計
均等割額の
軽減割合

５割

２割

33万円以下     8.5割

世帯主と世帯の被保険者の所得額の合計に応
じて，均等割額が世帯単位で軽減されます。均等割額の軽減

被保険者の基礎控除後の総所得金額等に応じ
て，所得割額が軽減されます。所得割額の軽減

後期高齢者医療制度加入の前日まで，国保・国保
組合以外の健康保険の被扶養者となっていた方が
対象となります。

基礎控除後の総所得金額等 所得割の軽減割合

58万円以下 ５割

均等割額 所得割額

９割軽減 負担なし

被用者保険の
被扶養者

平成22年度 
保険料率 改定のお知らせ

【後期高齢者医療制度】　 

【お問合せ先】　上勝町住民課　
　　　　　　　☎0885-46-0111　IP050-3438-8071
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町
民
町
民
の
詩
歌

町
民
の
詩
歌

柿
富有・次郎　等
紅葉専門品種

葉を出荷目的
とする品種

うめ 小梅・鶯宿・南高　等
花を出荷目的
とする品種

くり 銀寄　等
葉を出荷目的
とする品種

さくら
染井吉野・敬翁桜・カイド
ウさくら・八重さくら 等

もも 花がピンク系の品種のみ 赤色は除外

ふきのとう やつがしら

赤もみじ 血汐・のむら

青もみじ いろはもみじ・おおもみじ

なんてん 姫南天

商品名等 事業対象品種等 備考

はす葉
はす軸

はす芋
葉及び軸を
出荷

花ゆず
花を出荷目的
柚苗木

上記以外のその他の品種は町、ＪＡ東とくしま上勝支所に
相談ください。

（表１）

　

東
風
に
散
る
花
び
ら
を
惜
し
む
な
り　
　

善　

男

山
小
屋
の
ト
タ
ン
を
ゆ
ら
す
東
風
強
し　
　

ヤ
ス
ヱ

春
め
い
て
背
す
じ
伸
び
た
る
散
歩
道　
　
　

や
す
子

春
め
く
や
空
の
高
さ
と
青
い
空　
　
　
　
　

美
代
子

春
め
く
や
川
辺
の
草
も
動
き
出
す　
　
　
　

米　

子

老
幹
の
梅
横
た
え
て
咲
い
て
い
し　
　
　
　

千　

恵

庭
の
梅
手
折
る
は
惜
し
い
花
盛
り　
　
　
　

恵
美
子

太
き
根
を
力
に
土
手
の
蕗
の
と
う　
　
　
　

玉　

江

ほ
ろ
苦
き
春
の
味
わ
い
蕗
の
薹　
　
　
　
　

か
お
ゑ

蕗
の
と
う
料
理
の
仕
方
知
ら
ぬ
ま
ま　
　
　

季　

美

薪
割
も
住
め
ば
都
ぞ
春
の
園　
　
　
　
　
　

年　

明

蕗
の
と
う
昔
遊
ん
だ
水
車　
　
　
　
　
　
　

弘　

子

水
な
め
る
犬
の
器
に
梅
こ
ぼ
る　
　
　
　
　

あ
つ
子

歌
麻
呂
に
描
か
せ
て
み
た
い
つ
け
ま
つ
げ

山
田
も
海
辺
も
宿
の
海
老
フ
ラ
イ

す
れ
ち
が
い
値
ぶ
み
も
早
い
女
の
眼　
　

社
長

や
わ
ら
か
き
春
陽
に
包
ま
れ
福
寿
草
狭
庭
の
隅
に
笑
み
を
こ
ぼ
せ
り　
　

あ
や
子

ポ
リ
桶
の
氷
は
華
と
輝
き
て
朝
日
を
返
す
畑
の
隅
に　
　
　
　
　
　
　
　

恵
美
子

模
様
が
え
本
棚
重
き
に
思
い
出
が
か
つ
い
で
帰
り
我
に
く
れ
た
姉　
　
　

茂　

美

午
前
四
時
部
屋
中
し
ん
と
静
ま
り
て
ま
ば
た
き
だ
け
の
中
に
ひ
そ
ま
る　

徹　

夫

野
に
咲
き
し
美
し
き
花
々
匂
ふ
病
室
孫
の
い
ち
り
ん
嫁
の
い
ち
り
ん　
　

志
津
子

バ
ル
セ
ロ
ナ
目
ざ
し
て
集
う
若
人
の
天
女
の
舞
の
す
ば
ら
し
き
技　
　
　

節　

子

﹁
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
﹂選
手
の
涙
と
感
動
を
共
に
一
喜
一
憂
な
せ
り　
　
　
　

三　

都

桃
さ
く
ら
あ
ん
ず
も
咲
き
て
北
国
の
春
の
よ
う
だ
と
子
に
書
き
添
え
る　

た
み
江

鉢
植
に
挿
し
た
る
桜
に
花
が
咲
く
床
に
は
な
せ
ど
何
時
迄
生
き
る　
　
　

民　

江

日
の
丸
を
掲
ぐ
る
か
た
へ
腰
掛
く
る
う
つ
ろ
な
る
人
涙
ぐ
み
を
り　
　
　

美
恵
子

季
く
れ
ば
辛
夷
は
開
き
思
い
出
は
花
と
語
ら
ん
夕
光
の
庭　
　
　
　
　
　

米　

子

詩

川 

柳

短 

歌

俳 

句

　

香
酸
柑
橘
生
産
振
興
事
業
の

受
付
を
行
い
ま
す
の
で
、
要
望

さ
れ
る
方
は
、
平
成
二
十
二
年

五
月
十
四
日
ま
で
に
Ｊ
Ａ
東
と

く
し
ま
上
勝
支
所
に
申
込
く
だ

さ
い
。

■
対　

象　

①
新
植
・
改
植
・
補
植
の
た
め

町
奨
励
品
種
の
香
酸
柑
橘
苗

木
を
購
入
す
る
場
合
。

　

町
奨
励
品
種
に
つ
い
て
は
、

　

す
だ
ち
︵
本
田
系
、徳
島
一
号
、

そ
の
他
︶、
ゆ
ず
︵
木
頭
七
号
、

山
根
、
そ
の
他
︶、
ゆ
こ
う

と
す
る
。
そ
の
他
に
つ
い
て

は
、
町
が
奨
励
品
種
と
認
め

る
も
の
と
す
る
。

②
国
・
県
等
補
助
事
業
の
採
択

に
満
た
な
い
場
合
で
あ
っ
て
、

二
十
本
以
上
の
植
え
付
け
を

実
施
す
る
者
。

③
認
定
農
業
者
及
び
そ
の
他
農

　

業
者

■
助
成
費

①
認
定
農
業
者

　

苗
木
購
入
費
の
八
十
％
以
内

②
そ
の
他
農
業
者

　

苗
木
購
入
費
の
五
十
％
以
内

■
条　

件　

①
事
業
実
施
前
、
香
酸
柑
橘
生

産
振
興
事
業
概
要
書
を
Ｊ
Ａ

東
と
く
し
ま
上
勝
支
所
に
提

出
す
る
こ
と
。

②
平
成
二
十
二
年
九
月
三
十
日

ま
で
に
植
え
付
け
完
了
す
る

こ
と
。

③
事
業
完
了
後
、
香
酸
柑
橘
生

産
振
興
事
業
完
了
書
に
必
要

資
料
を
添
付
し
、Ｊ
Ａ
東
と

く
し
ま
上
勝
支
所
に
提
出
す

る
こ
と
。︵
添
付
資
料　

納

品
写
真
、
植
え
付
け
完
了
写

真
、
領
収
書
︶

■
事
業
内
容
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
産
業
課

■
申
込
先

　

Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま
上
勝
支
所

　

彩
苗
木
購
入
補
助
の
受
付
を

行
い
ま
す
の
で
、
要
望
さ
れ
る

方
は
、
平
成
二
十
二
年
五
月
十

四
日
ま
で
に
Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま

上
勝
支
所
に
申
込
く
だ
さ
い
。

■
対　

象　

①
新
植
・
改
植
・
補
植
の
た
め

多
年
生
の
彩
苗
木
等

(

表
１)

を
導
入
す
る
場
合
。
品
種
に

つ
い
て
は
、Ｊ
Ａ
東
と
く
し

ま
上
勝
支
所
ま
た
は
㈱
い
ろ

ど
り
と
協
議
の
こ
と
。

②
個
人
が
彩
の
販
売
を
目
的
と

し
て
購
入
し
た
苗
木
等
で
、

苗
木
等
購
入
費
が
二
〇
、〇

〇
〇
円
以
上
の
場
合
。

※
単
年
ご
と
の
花
な
ど
は
対
象
外
。

■
助
成
費

①
認
定
農
業
者

　

苗
木
購
入
費
の
八
十
％
以
内

②
そ
の
他
農
業
者

　

苗
木
購
入
費
の
五
十
％
以
内

■
条　

件　

①
同
じ
品
目
へ
の
助
成
は
、
年

　

度
中
に
一
度
と
す
る
。

②
上
勝
町
内
の
農
地
等
で
事
業

を
行
う
場
合
に
限
る
。

③
原
則
と
し
て
Ｊ
Ａ
東
と
く
し

ま
上
勝
支
所
購
買
課
を
通
し

て
実
施
す
る
こ
と
。

④
事
業
実
施
前
、
彩
農
業
等
育

成
事
業
概
要
書
を
Ｊ
Ａ
東
と

く
し
ま
上
勝
支
所
に
提
出
す

る
こ
と
。

⑤
平
成
二
十
二
年
九
月
三
十
日

ま
で
に
植
え
付
け
完
了
す
る

こ
と
。

⑥
事
業
完
了
後
、
彩
農
業
等
育

成
事
業
完
了
書
に
必
要
資
料

を
添
付
し
、
Ｊ
Ａ
東
と
く
し

ま
上
勝
支
所
に
提
出
す
る
こ

と
。︵
添
付
資
料　

納
品
写
真
、

植
え
付
け
完
了
写
真
、
領
収

書
︶

■
事
業
内
容
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
産
業
課

■
申
込
先

　

Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま
上
勝
支
所

香
酸
柑
橘
生
産
振
興
事
業

上
勝
町
ふ
る
さ
と
創
生
夢
基
金

彩
農
業
等
育
成
事
業

上
勝
町
ふ
る
さ
と
創
生
夢
基
金

風
雪
や
生
き
と
せ
耐
え
て
殿
河
内　

元
祖
巨
木
大
枋
根
張
り
で
っ
か
く
逞
し
く

未
来
に
生
き
る
力
ぞ
梢
え
に
み
な
ぎ
り
た
り　
　

信　

一

や
ま  

だ          

う
み  

べ          

や
ど          

え   

び

ね                         

は
や       

お
ん
な       

め

う
た    

ま    

ろ

か

と
う

ま
き
わ
り

み
ず
ぐ
る
ま

あ

こ
ぶ
し
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ありがとうございました

（敬称略）
彩保育園

上勝幼稚園

品　　名 住所 氏　　名

美 木 克 人正 木お 菓 子

木 川 晴 美福 原お 花

品　　名 住所 氏　　名

グ
リ
ー
ン
情
報

か
み
か
つ
発
信

4
平
成

2
2
年
４
月
１
日
発
行
（
毎
月
１
回
発
行
）
№

4
6
9

印
刷
・
鳥
海
印
刷
㈲

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

平成22.3.１現在

前月比

戸籍の窓口

人 口

男

女

世帯数

1,982人（△3）
934人（△3）

1,048人（　0）
852戸（　0）

正 木

傍 示

福 原

生 実

旭

616人（△1）

357人（△1）

282人（　0）

339人（　1）

388人（△2）

253戸（　0）

146戸（△1）

128戸（　0）

149戸（　1）

176戸（　0）

高齢化率　49.19％

（敬称略）

2月の視察来町者数平成22年

件　　　　　　  名3 1 3 8 2

平 尾 豊 一 93歳（正木）

坂 野 靖 志 52歳（傍示）

菖蒲ちよ子 81歳（傍示）

森積八重子 91歳（生実）

つつしんで
ご冥福をお祈りいたします

　今年度の第17期緑のふるさと協力隊員として、女性２名の

派遣が決定しました。

　隊員の活動受入先を募集しています。

＊協力隊は「田舎くらし」の体験をさせて頂き、新しい視

野・感性で地域の活性化を図る事を目的としていますので、

受入の方は一緒に作業して下さいますよう、ご配慮下さい。

　受入については、派遣１回につき3,000円（短時間でも同

額）の協力費をお願いしております。（これは、協力隊の活

動費の一部に充てさせて頂きます。）

　活動については、４月14日頃からを予定しております。

　お申し込み、お問い合せは役場産業課まで

　IP 050-3438-8071

平日 18時〜翌朝９時
休日 19時〜翌朝９時夜間救急当番表夜間救急当番表

上勝町診療所  ☎ 44−5010　　勝浦病院  ☎ 42−2555

日　　時 救急病院名 日　　時 救急病院名

４月20日㈫

４月22日㈭

４月24日㈯

４月26日㈪

４月28日㈬

４月 3 0日㈮

５月２日㈰

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

４月４ 日㈰

４月６ 日㈫

４月８日㈭

４月10日㈯

４月12日㈪

４月14日㈬

４月1 6日㈮

４月1 8日㈰

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

上勝町診療所

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

勝 浦 病 院

お 菓 子

桃 の 花

い ち ご

み か ん

キ ウ イ

清掃お手伝い

清掃お手伝い・花苗

旭

傍 示

正 木

勝 浦

正 木

正 木

正 木

柿 田 恵 美

星 場 次 郎

山 西 貴 司

三 木 節 子

佐々木　茂　夫

丸 山 貞 雄

片　山　美代子

のふるふるさと協力隊と協力隊の
受入先を募集します受入先を募集します！

のふるさと協力隊の
受入先を募集します！

お誘いあわせ、多数の出場をお待ち

しています。

■日　時　４月29日（木・祝）

■場　所　上勝中学校体育館

■受　付　８時30分～

■開会式　９時

■試合開始　９時30分

■要項

　６人制。コートの中に選手とし

て常時、女性２人以上、上勝町民

２人以上が出場していること。

　ルール詳細はお問い合わせください。

■参加費　１チーム 2,000円

■申込締切　４月16日（金）

2010　美馬杯2010　美馬杯
ソフトバレーボール大ソフトバレーボール大会開催しま催します

2010　美馬杯
ソフトバレーボール大会開催します

■お申し込み先および

   お問い合わせ先

　上勝町役場内

　上勝町青年会　

　森積、松本まで

　ꨘ 46-0111

　IP 050-3438-8071

　FAX 46-0323

バレーボール大会や

夏祭りなど楽しいこ

とが盛りたくさん！

一緒に上勝を盛り上

げませんか？

青年会会員も
 随時募集中! 
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